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デ ュ ル ケ ム に お』け る宗教 と 自殺
寺 林 脩
　こ の発 表で は，デ ュ ル ケ ム の宗教論や 自殺論，ある い は宗 教 と 自殺 の 関係 に っ い て の 論述 に
対す る，実証 的また は方法論上の 問題点を考察 する の で は な い 。 こ こ で は ， デ ュ ル ケ ム に と っ
て宗教 と自殺は何で あっ たか を，『社会分業論』 と 『自殺論』 を中心 に考察 した い 。
　デ ュ ル ケ ム が当時の 社会か ら受けた衝撃は 自殺率の 急増で あ り， 逆 に ， 彼 が 当時の社会に与
えた衝撃は彼の宗教の研究で あ っ た とい う， リ ヒ トハ イ ム の 指摘は ， 暗示的 なが ら， デ ュ ル ケ
ム の思想と社会学理論の性格 を一言で 表現 した感 が ある。
‘
デ ュ ル ケ ム に と っ て宗教 と自殺 は ， 彼の 代表的な社会学的テーマ で あ るが， さ らに，彼 の思
想 と理 論をつ な ぐ基調 と して と らえ る こ とが で きる 。 彼 の 著作 を読 む時に感 じ る知 的興 奮や と
まどい の 感情，また，そ の 魅力と難解 さの 原因は ， 18世紀来の 西欧の 諸思想 を含む ， 実に複 合
的な思想の 全体像や ， その 綜合的 な発想や ， それ らを前提 とす る多様な社会学的分析視角な ど
に あ ると思 われる 。 した が っ て ，こ の 発表の そもそ もの意図は ， デ ュ ル ケ ム の思想 と理 論 を見
通すひ とっ の 読み方 を求め た もので ある。つ まり， 彼の 宗教 と自殺 に 対する関心は ， 思想的 に
も社会学的 に も鋭い 緊張関係に あ っ た の で は ない か 。 さ らに は，宗教 と自殺を両極とす る道徳
性が ， 彼 の 思想 と理論 を展 開させ る回転軸に なっ て い た の では ない か とい うこ とで ある 。 い い
か えれば，宗教と 自殺 とい う視座 に は ， 彼の 思想 と理 論 お よび両者の 関係に つ い て の ア プ ロ
ーチ を容易 ならしめ る利点があ るの で はな い か と い う こ とで あ る 。
　さて，ア ル パ ー トに よれば ， デ ュ ル ケ ム の 研究者 として の 立 脚点は，既成の哲学的諸学説や
その 風潮に 対する満た され ぬ 思い と，第三共和制の 道徳 的統一に貢献 した い とす る願 い に あ っ
た 。 彼 が選 んだ実証科学 と して の 社会学こ そ ， また ， そこ で の 科学的合理主義 に よ る現実認識
こ そ， 彼の 思 い と願 い をかなえ る手段で あっ た 。 そ れは集合的観念作用 の諸法則の確定 を課題
とす る ， 社会集合心理 学で あ り，か つ また，制度の 科学で あ っ た 。 したが っ て ， 彼 の 学問的課
題は 必然的 に ， まずは社会的事実 として の 道徳的事実の 社会科学的究 明か ら，道徳科学の確 立
に向か う。 そし て ， 当初の テ ーマ で あ る個人の 自律化 と社会的連帯と い う表面上の 二律背反の
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解決 を求め て ， 道徳 的統合 の 理想 的効果を論 じる。それ を論拠に して，実践へ の提唱 へ と発展
す る 。 こ の よ うな社会の 構造一機 能分析に よ る社会的欲 求や要件 として ， 価値判断をも可能 な
ら しめ る合理 主義的実証主義の ユ ニ ーク な方法論と，その 前提 で ある生物学的類推 と精神科学
的類推 に よる ， 自然性 （自然的 な固有の 法則と原理 に従 う特性）と社会性 （構成諸要素の 化合
や 統一に よる心的実在性）を兼ねそなえた社会 有機体的社会観 とは ， 彼の 希望 を達成 させ るべ
き最大の 戦略となる。
　客観的事実性 をそなえた社会に 対す る実証的研究 を徹底 させ る こ と こ そ， そ こ で の経験科学
的知見 こ そ ， 倫理的体系の 構築 を現実的 なもの とす る とい う基本姿勢 は ， デ ュ ル ケ ム に と っ て
終生変 わらぬ もの で あっ た 。 め ざすは，近代社会の基本的な理念で ある 「人格の 崇拝 」、「個人
の 尊厳」 ， 彼 に お い て は道徳 的個人 主義 とも表現 さ れ る個人 的人格の 価値の 実現で あ り，それ
を可能 なら しめ る集合的理 想の全 体 と して の ，道徳的一宗教的実在で ある社会 の実現 で あ っ た 。
その 否定的姿 こ そ当時の 社会 で あ り，自殺率の急増で あっ た 。
　デ ュ ル ケ ム の 知的遍暦 や初期の 論文か ら ， た とえば， シェ ッ フ レ や ワーグナー， シ ュ モ ラ ー， ヴ
ン ト， テ ン ニ エ ス 等の研究 か ら，彼 の後の 思想や理論の 展開 を先取 りす る こ と もで きるが，パ
ーソ ン ズ が つ と に指摘 した よ うに，『社会分業論』 に基本的 な諸問題は出揃 う。 続 い て，デ ュ ル ケ
ム は 自らの 実証主義的方法論 の 確 立 を意図 した，『社会学 的方法の 規準』 を経て ， 社会病理 学的
テ ーマ として ， 自殺の 社会学 に取 り組む 。 ラ カ プラやル ーク ス も強調す るよ うに，デ ュ ル ケ ム
に とっ て社会病理学は重要な分野 で ある。社会の存立 に関 わ る故 に 自殺 の研究は急 を要 した 。
並 行 して ， 宗教 を講義題 目に取 りあげ， 後の 書簡 で述懐 した よ うに ， 1895年か ら宗教の 本格的
研究 を始 めて い る 。 こ の 1890年代半 ば に お い て ， 彼の宗 教 と自殺 に対 す る関心 は相互 に強め あ
い
， 鋭 い 緊張関係 に あ っ た こ とは充分に うかがえ る。 自殺率 の 急増 と い う現実社会の 病理 の認
識 は ， 道徳的規律 の基盤 を求める関心 を深 め させ ， その 源 と して の宗教の発生 論的観点 へ と彼
を導 い た と思 われ る。
　言 うまで もな く， デ ュ ル ケ ム は研究活動の 当初 か ら， 宗教 に 強 い 関心 を示 して い る 。 道徳的 ，
哲 学的 ， 科 学的 ， 法的観念等 の すべ て の発生起源 は宗教 にあ る 。 社会は本質的に宗教的 な共同
体 で ある 。 社会に統一をもた らす源泉は宗教で ある 。 宗教こ そ社会的統合力そ の も の で あ る。
以上の よ うに宗教をとらえる彼の 基本的立場は ， 挙生時代以来の ク ーラ ン ジ ュ や ドイツ 留学時
の ヴン ト等か ら得て い た だろ う。 その 社会的機能 を社会構造 と関わらせ て原理的 に 示 され るの
は 『社会分業論』 に お い て である 。
　デ ュ ル ケ ム は述 べ て い る 。 「す べ て の 宗教的感情 と観 念が等 し く表明 して い る唯一の特性は，
集 団生活をし て い る人々 に共通で あ り，か なり高 い 程度の 強度 を平均 して もつ こ とで ある 。 強
力な確信 が人 々 の 同一共同態に よっ て分有されてい る時 ， それ が不可避 的に宗教的特性 を帯び る
こ とは実 際 に確 かな事 実で ある 。 そ の 確信は意識 に本 来宗 教的 な信念 と同 じ畏敬 の 念 を呼び
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る宗教 と 自殺
起 こ させ る 。 そこで ， 宗 教が また等 しく集合意識の 中枢部分 に対応 して い る こ とは確実で ある 。 」
と 。
　 つ ま り，同質的で 類似 的な諸環節の 体系か らなり ， 個人意識が集合意識の なか に埋没 して い
る機械的連帯 の 支配的な伝統的社会で は ， 共同的一類似的 な集合意識 が道徳的義務 の体系 を形
成 して い る 。 そ して，社会的集合力で ある宗教 を起源 として い る習俗 や慣習や法が，具体的一
現実的な道徳的拘束力 を発揮 して社会 を統合 して い る 。 他方，異 質な諸機能の 体系 で ある分業
によ っ て発展す る， 組織 的 な有機 的連帯 が優越する近代社会 では ， 協同的分業によ る機能的相
互依存関係が，道徳的義務の体系 を形 成 して社会を統合 して い る 。 こ の 文脈 にお い て，宗教は
伝統的社会の 道徳的拘束 力で ある集合意識の 中核 に あるが ， 社会 的容積と道徳 的密度 の増大に
よる分業化，っ ま りは近代化に よ っ て ，集合意識 は社会の規模の 拡大 と機能の 分化 に対応で き
ずに後退す る。 それに並行 して ， 宗教の 社会的統合の 役割の衰退 を論 じて い る 。
　た だ，機械的連帯 か ら有機的連帯 へ の 推移に つ れて ． 集合意識の統一性や支配性など，その
重要度 は減少 す るが，分業の発展 す る近代社会にお い て 全 く消滅す る の で は な い 。 た とえば，
契約関係の 背後で それ を支え る道徳的拘束力と し て存在 して い る 。 契約関係 が複雑化 し増加 し
て も， その遂 行を監視す る規範が前提 にあ る 。 それ は一定の 成文法 として存在 して い る 。 社会
的集合力の ひ とっ の 現わ れ で ある集合的存在 として，集合意識 は社会と個人の相互内在性で あ
る 「わ れ われ 」 意識 の 対象で あ る共同態 を前提 として い る 。 つ まり ， 近代社会も道徳的秩序 の
上 に存在 して い る 。 デ ュ ル ケ ム に とっ て ， 近代社会の集合意識は ， 最 も抽象的 な普遍 的一道徳
的関与 とな る 「人格 の崇拝 」とい う，集合的一道徳的人格 ともい うべ き理想的規範で ある 。 それ
は 分業の 発展 に とも な う個人 の 原子化 の 対応物 に なるだ ろ うと指摘 して い る 。 そこ に ， 集団本
位的な集合意識 か ら個人本位的 な集合意識へ の 推移が示 され て い た 。 しか し，理想的規範の み
では伝統的社会にお け る集合意識 の役割は果せ ず， なに よりも分業に よる機能的相互依存 に内
在的な道徳性 が強調 さ れ て い た 。 それ は問接的な社会へ の 結合で あ るが ， 協同 その もの の うち
に積極的な道徳的価値，た とえば社会正義な どを実現 させ るもの が あると 。
　確 か に ， 社会的分化や個人 主義化 を一般的傾向とす る近代社会に お い て ， 宗教の 伝統的権威
に よる社会的統合は な しえない 。 だが ， む しろ こ の 認識か ら，社会的集合力の 理想的実現 を求
めて，ギ デ ン ス も強調 す るよ うに，デ ュ ル ケ ム は近代社会に お ける宗教ある い は宗教的なもの
を，社会構造の 根底 に お い て とらえ か えす視野 を開 く。 伝統的 社会 と近代社会の 社会的統合 に
お け る断絶性 と連続性 の 問題が ，集合意識や権威構造や宗教 の 問題の 再考を促 しだ と思われ る 。
1890年代後半の 思想 と理論の 展開の 原因は そこ にあるだろ う。
　ともか くも、『社会分業論 』 まで の デ ュ ル ケ ム の宗教 に 対す る 見解は次の 通 りで あ る 。 宗教 は
社会の 最も本質的 なもの の 現 れで ある。 社会生 活の 連帯 や統 合 をなす習俗や慣習や法 の 起源 は
宗教で あ るか ら，宗教 の 特性 は社会的統合の機能で ある 。 宗教的感情 は個人が一部 をなす集合
的社会 に対す る帰属感情で あり， そ の 絶対的な超越性に対す る畏敬 の 感情であ る。 個人的存 在
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は本源的存 在で ある社会か ら派生 する。 宗教 の 定義は神 の 観 念に よ らず， 集合的社会の 統合性
によ らねばな らな い 。 宗教は集合的現象で あ る か ら， 宗 教的感情や信念以上 に儀礼 が重視 され
ね ばな らない 。
　こ こ で注 目して お くべ き こ とは ， 社会的集合力の集合的表現に つ い て で ある 。 それ は広 くは
集合的諸観念や意識や慣行で あるが ， その 中核 をなすの が宗教的信念や儀礼で ある と い うこ と
で ある 。 あらゆ る集合意識や社会諸制度は そ こ か ら派生 したもの で ある 。 また ， 社会的集合力
の 合一ある い は交流の状態と もい うべ き集合的融合は ， 罰則条項 からなる禁止的法律 の破棄 に
よ っ て 引き起 こ される反動的激情 として例証 されて い た 。 つ まり，禁止的法律 （主 に刑法）が
保護 して い る第一の もの は ， 破壊 されれば社会 の 全体的 な統合 を脅 か しかね ない ，それ故に神
聖 で もある集合意識で あ り，その 中核 をなす の は宗教的感情であ っ た 。 こ の よ うに，社会的集
合力は そうした反動によ っ て とらえうる集合的 エ ネル ギーで あ る 。 後の宗教論 にお い ては，集
合的 沸騰状態 として社会集合 力は その 存在性 と再生過程が 明示 され る。
　統合原理で あ る社会的連帯が中心 テーマ で ある 『社会分業論』 に お い て ， 社会の 全体的統合
を基本類型 とす る社会進化論的 な構造変動 と ， 有機的連帯 の 理想型 の 構成 との 論 述 の な か で ，
社会的集合力 と して の 宗教の 問題 が伏線的 な問題意識で あ っ た と思 われる 。 社会全体 に よ っ て
共有 されて い る諸観念 は ， 共有 され同意 され ると い うと こ ろ に権威 を生 み出 し，その権威 によ
っ て神聖化 さ れ超越化す ると い うメ カ ニ ズ ム も既 に明 らかで あ っ た 。
　 自殺 に対す るデ ュ ル ケ ム の 関心 も早 く，か つ 持続的で あ る。 1888年に 「自殺と出生率」 を発
表 し，また 1890年に か けて 自殺 を講義題 目に 選 ん で い る 。 当初 か ら ， 彼 は 自殺 を社会的 な病理
とみ て い る 。 先の 論文で は ， 自殺率 と出生率の反比例 関係 に着 目し て ， 自殺率の 増加原因 を出
生率低下 に よ る家族的感情の衰退 に求めて い る 。 高出生率は密度の 高 い 家族 関係 の存 在 を意味
し，家族員 の 相互 を生 へ の 連帯 に結び っ け て い る と 。 社会構 造の 変動か ら必然的 な歴 史的衰退
傾 向 に ある家族的感情 は ， その 伝統 的原型 と して宗教的感情につ なが り， や は り
『社会分業論』
の伏線的なテ ーマ で あ っ た。そしてそれはア ノ ミー状況 の 克服策 として の 主た る構成理念 とな
っ た 。
　さ て ， 近代社会を道徳 的価値体系の崩壊 に よ る危機状況 と して とらえ る，デ ュ ル ケ ム の そも
そ もの 現 実認識は ， 伝統的な宗教的
一道徳的規範が資本主義的産業化の 進展 と ともに弱体化し
て きた に もかか わ らず ， それに代 りうるもの を作 りあげるに 至 っ て い ない こ とに あ る 。 有機的
連帯 を育む分業は，近代社会 の統合の 社会的基体 とし て 正常的で あ らねばな らない もので ある。
だが，現実社会で は む し ろ例外で あ る。多様 な個人 的人格 を基礎 とす る分業の 発展 に対応す る
は ずの ， 機能的相互依存 に よる内在的 な道徳的規制 と ，
「人格の 崇拝 」 に関わ る全体的
一統合的
な規範との調和ある発展 が，個人的人格の 伸長 と経済的富の 増大に と もな っ て生 み出され る功
利的 な個人主義の 自己充足 と い う無規制 （ア ノ ミー）や，階級的な所有関係 の 支配 などに よっ
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　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る 宗教 と 自殺
て ，阻止 されて しま っ て い るの が原因で ある 。 その異 常性や危機 の 状況 は ， デ ュ ル ケ ム にお い
て
，
つ とに 懸念 され て い た 19世紀 ヨ ーロ ッ パ の 自殺率 の 急上昇 に現 われて い る と い う。 まさ に
構 造的危機の 明 らか な徴候 で あると。 こ こ か ら， 社会の 道徳的連続性や規範的統一性 とい う観
点か ら宗教が ， そ の著 し い 不連続性や異 常性 とい う観 点か ら自殺 が ， 彼の 社会観 に よ り明確 な
イメ ージを与 え， 彼の社会学的認識 に より多様 なア イデ ィ ア を提供す る こ とに な るの ではな い
だろ うか 。
　
「自殺論』に お い て デ ュ ル ケ ム は ， 社会的事実 と して ，自殺 （自殺率）の 真の 原因 を個 人的一
心 理 的要因に求めず，社会的要因 に求め る 。 それは統計的資料に表われ る 自殺率の 斉一性 か ら
予想され る ， 同 じ く社会的事実である 「自殺 へ の集合的傾向性 （自殺の潮流）」 で ある 。 そこ か
ら， 自殺 （自殺の 条件）の特徴 を社会的環境 に 関わらせ て ， 彼 は宗 教社会 と自殺率の関係に着
目す る 。 宗教の 統合的機能の観点 か ら，社会的連帯 の 一表現 と し て ， つ まりは ， 社会的 な規範
的原理の 本質的なもの と して ， 既成宗教社会の拘束性 （自殺の抑止力）を比較検討する 。 家族
や政治社会 と 自殺率の 関係に っ い て の 分析 も， 同 じく社会的統合性や凝集性に注目する 。 そ し
て
，
「自殺 （自殺率）は 社会集団の統合度 に反比例 して 変化す る」 と い う命題 を うちた てた 。
　ヒ ュ ーズ が指摘 した よ うに ，デ ュ ル ケ ム に と っ て，社会の 決定的 な特性 は主観的性質 に ある 。
社会の 一員で ある とい う感情が人 間存在に とっ て なに よ りも重要で あっ た 。 『自殺論』の テ ーマ
は結局の と こ ろ，「社会的人間で ある こ とが諸個人 の 生 を価値 あ る もの とする」 とい うこ とで あ
る 。 こ こ か ら， 最 も社会的なもの こ そ宗教であるデ ュ ル ケ ム に とっ て ， い か な る型の社会も，
近代社会で あれ ， 構造
一機能 的に宗教的体系 に相当す る もの が必要で あ る とい う， 社会構造の
根底 に お け る認識 を得 て い る 。 宗教的感情や信念の み によ っ て 自殺の抑止 力が実効 しない とい
う彼の 考察 どお り， 個々 の 集団の 機能や そ こ か ら生 じる感情 その もの に で はな く，集団の，あ
る い は社会の 構造その もの が連帯的統合的で なければ な らな い 。 集 団的 目的に個 人 を方 向づ け
る こ とが で き るよ うな構造 をそなえ て い なけれ ばな らない 。 個人 をっ っ み こみ ， 必要 な場合 に
は個人 を支 え る連帯の 絆 を提供で きなければな らない 。
　宗 教的体系 の 必要性 に つ い て は，ニ ス ベ ッ トや ラ カ プ ラ も強調す る よ うに，普遍的一永続的
な生命体 ともい うべ き， コ ミ ュ ニ タ ス と しての社会の 本性に お ける認識 を前提 と して い る 。 宗
教的合一感情や一体感 を母体 とす る，自由か つ 平等な人間関係を自然的一具体的に もっ て い る
共同態 こ そコ ミ ュ ニ タ ス で あり， 社会 の 本質的な あ り方 を示す理想で ある。 社会 を構成す る諸
成員の 集合的観 念や意識 に左右 され る．それで い て独 自の心 的 実在で あ る社会的生命（『自殺論』
では集合的生命）と して の ， デ ュ ル ケ ム の社会像は，後 に道徳教育論や プラ グマ チ ィ ズ ム 論の
なかで よ り明確 に され るが
，
『社会分 業論』 か ら 『自殺論』 で の宗教 と自殺 に つ い ての 論述 に，
ほぼ読み とれる 。
　伝統的社会にお い て は，強固な道徳 的一致が社会秩序の 存続 に必要で ある 。 した が っ て ，自
己犠 牲や没個性 を要求す る集合意識 が支配的で ， それ が 諸成員の 生 を意味づ けて い る。 つ ま り ，
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愛他的集団本位主義や 宿命主義が 自殺の 潮流 （集合意識の 不確定な世論的雰囲気）の 主た る も
の で あるが， しか し，利己的 自己本位主義の 潮流 が存在 しな い 訳 では な い 。 個人的感覚や観念
に よ る個性 を無 に す る こ と は で き ない 。
　近代社会に お い て は ，社会的分化 や個人主義化に よ っ て 自殺の 潮流 も多様 なもの に なる 。 デ
ュ ル ケ ム は近代社会 に特有 な自殺類型 として ， 自己本位的 自殺 （常軌 を逸 した個人化 か ら生 じ
る） とア ノ ミー的 自殺 （欲望 の 無規制 と挫折 に よ る） をあげて い る 。 歴史的必 然で ある宗教的
感情 や家族的感情，ま た同業組合的 感情の衰退や ， ペ シ ミズ ム やニ ヒ リズ ム ， アナーキズ ム ，
ミ ス テ ィ シズ ム 等の 思潮の 流 行に よ っ て ， 利己的 自己本位 主義や ア ノ ミーの潮流 が形成 され て
い る 。 近代社会 は その 構造上 ， 個人の 自由や自律性 に 大 きな価値が お かれてい るか らで あ る 。
もちろん，愛他的集団本位主義や宿命主義 の潮流 も存在 しな い 訳で は な い 。
　個人的感情 と呼応 し ， 個人 に影響 を与 えやす い 自殺の 潮流 は，い ずれの 社会 に お い て も集合
的な意識の 流 れの なか に含 まれて い る。 自殺の な い 社会 は ない 。 い い か えれば ， 自殺は覚悟 の
上 で の死で あるか ら，い ずれの 社会 に お い て も，なん らか の 集合的規範や価値の 内面化 したも
の を程度 の差 こ そあ れ 自発的 に 再現 して い る 訳 で あ る 。 集 合意識は
一般的 に ，
「同 じ 社会 の 諸成
員の平均に共通 な諸信念や諸感情の 総体 」 であ っ て ， 明確な特性をもつ 実在で ある 。 その 集合
意識 と， よ り流動的な過程 に ある集合的傾向性 （社会的潮流）とは ，社会の構造的存立条件 と
対応 し，結 びつ きな が ら並存 して い る 。 その具体的一現 実的 なもの は社会的 諸制 度で あり，そ
の 抽象的一観念的 な もの は共有的意見や 意向や概 念で あ る 。 社会的潮流 の
一部で ある 自殺の 潮
流も， 機能的 に は同様 で あ り，伝統的社会 にお い て も近代社会 に お い て も，構造的存立条件，さ
らに社会的理 想 と深 く関 わっ てい る 。 自殺 （自殺率）の 原因 となる の は ， 自殺の潮流の ある もの が
過度 に強度に なっ て 諸潮流の バ ラ ン ス が崩れ るか らで ある 。 もちろん，その バ ラ ン ス は社会集
団の 状態や そ の 道徳 的構造 に規定 さ れ て は い る 。
　デ ュ ル ケ ム の 自殺の 潮流 に つ い て の 論述 に お い て ， ま た既 に述 べ た機械的連帯や有機的連帯 ，
後 に 明確 化 され る人 間の二 元性や，聖俗理論などの 論述 か らも，い かな る社会も統合性と分散
性 の 相矛盾す る諸要素か ら成 り立 っ て い る と い う観点が 注 目をひ く。そし て ， 相矛盾 する 諸要
素の 弁証法的発展 を可能な らしめ る，創造的 な綜合力 こ そ社会の 本性で あ り， 社会的生命 と呼
ばれ るゆ えん の もの で ある 。 彼の あげた 4 つ の 自殺の潮流 を含む集合的傾向性は ， 社会 的集合
力， つ ま り社会的生命の 動的 な表現 で ある 。 それへ の 対応 として 道徳 的再統合の ため の 実践 を
志向す る こ とがで きた 。 したが っ て ， 自殺 （自殺率）の 原因の根幹 は ， 社会と そ の 諸成員の 相
互交流に よ る集合的 エ ネル ギ
ーで あ る と こ ろ の社会的生命 が ， 変調 ある い は弛緩 や衰退 した か
らで ある 。 社会が生 々 と活動 して い ない と こ ろ に 自殺 （自殺率）の 究極の 原因 があ る 。 近代社
会の危機的状 況の 原因 もそ こ に ある 。 危機克服 の 実践 目的は ， 社会 的生命の 本来の 創造的綜合
力 を道徳 的規制に よ っ て正常化す る こ とで ある 。 い い か えれば ， 社会的生命の 自然 陸と社会性
の 本来 の状態 を回復 させ る こ とで ある 。 デ ュ ル ケム の 社会理 論はそうした方向に展開 されて い く。
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　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る宗教 と自殺
　 デ ュ ル ケ ム に おい て ， 社会を構成す る諸成員の観 念的結合 か ら形 成 され，その 結合の なか に
生 きて い る社会的生命 こ そは，宗教 と自殺 ， （い い そ えれば社会的ゆ え に人間的 で もある生 の躍
動 と弛緩や硬直， 極論す れば生 と死）， それ らを両極とする道徳的緊張関係の うえに た えず存在
す る 。 既 に 考察 した よ うに，社会的生 命が静的存在性 と して 姿を現 わす時は ， 集合的心性や人
格 と して，宗教的性格 をもつ 集合的存在 と して ， 社会的理想 を示 して 「われ われ 」 感情の なか
で生 を価値づ け て い る 。 社会的生命が動的存在1生と して姿 を現わす時は ， 集合的融合の激情や
沸騰として ， 生 を実感させ ，効果づけ，再創造 して い る 。 社会的生命が動的 表現性 と して姿 を
現 わす時は，自殺の 潮流の ような集合的傾向性 と し て ， 生 の 均衡 を保 ち， 弁証法 的発展 の 可能
性 を孕んで い る 。 また ， 社会的生命が静的表現性 として姿 を現 わす時は ， 集合的 な観念や慣行
や制度 と して生 を安定 させ て い る。 以上 の よ うに
，
す ぺ て は 社会的一道徳 的環 境 と して，生の
あり方 を個人外在的に も内在的に も規定 して い る訳で あ る 。 い ずれ も全体的には社会的生命の
発現 過程 で あ り ， 本質的 一本源的 には宗教的で ある 。 1890年半ばの ，デ ュ ル ケ ム の 宗教 と 自殺
の 論述 か ら，彼の社会観 は ほぼ確 立されて い る 。
　宗教の 本質 と本源的 一原初的形態 を求 めて ， 未開社会を対象 とす る宗教の研究 が本格化す る
の は
， デ ュ ル ケ ム にとっ て 必然的で あ っ た。そ して ，近代社会 に お い て も社会が新 しい 信念や理
想の 表象の 源泉で あ っ て ，宗教あ る い は 宗教的な もの が社会の 統合力と して社会を維持 し再創
造 して い くとい う仮説の ， ある．い は確信の ， よ り確 か な検証 が期待 されて い た 。 トーテ ミズ ム
論 におけ る集合意識の象徴的 内容の 源泉 と， 象徴 を再創造す る儀礼 の 制度的枠組の 解明 に ， 社
会的 生命で ある集合力の メ カ ニ ズ ム が明示 さ れ ， 仮 説の 傍証 を得て い る 。 通歴史 的な社会の 道
徳的連続性や規範的統 一性 に大 きな示 唆 を与えた こ とに もなる 。 た だ，近代社会 に おけ る宗教
あ る い は宗教的 なもの に つ い て，デ ュ ル ケ ム は充分 に明 らか に は し て い な い 。
　
「創造 され る可 能性の あ る唯一の 宗教は ，プ ロ テ ス タ ン ティズ ム の うちの 最も自由な宗派 よ り，
なお大幅 に内省の 権利や個人的創意 を容れ るよ うな宗教で ある 。」 「すべ て が人 間である とい う
こ と以外 に，もはや共通の 要素がなに一つ 共有 されない ような時期 がや っ て くる 。 ……衆 目は一
致 して人格 に一種異常な価値を与 え ずに は い ない 。 こ うして人 格は あ らゆ る人間的 目的 を超 え
て一っ の宗 教的性質を帯びて くる 。」 「入間性 の 尊敬 は人間が同時に信仰者で あ り， 神で あ る宗
教で ある 。j 「人 間の 崇拝 は理性の 自律 をそ の 第一の 教義 とし，自由な探究の信条 をその 第一の
儀礼 とす る 。 」 等々 の 表現 に と どまる 。
　社会的生 命を創造 し，維持 し，再創造す るの が宗教で あり，そ の 弛緩 や硬直や衰退 が 自殺 で
あ る こ とか ら，デ ュ ル ケ ム にお い て 両者は対概 念的性格 をもっ て い た 。 『自殺論』 の類型 論 か ら
す ると ， 伝統的社会 に お け る宗教の 社会的統合力に対 して ， 集団本位的 自殺 （過度の 社会的統
合に よ る）や宿命的 自殺 （拘束的規範 に よる徹底的抑圧 か ら生 じる）は ， ある程度 を超 える と
社会解体的で あ っ て宗教 と対極的 であ る 。 近代社会の 自己本位的 自殺 （常軌 を逸 した個人化 に
よ る）や ア ノ ミー的 自殺 （欲望の 無規制 と挫折 か ら生 じる）は ， 宗教 あ る い は宗 教的 な社会的
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統合力の 不在に よ っ て ，社会の 道徳的不連続性 を際立たせ て い る 。 社会的
一集合的傾向性 と し
て ， こ こ で も宗教 と自殺は対極的 で ある 。
　とこ ろで ，社会的生 命を担 い 育 くむ ， また それ に よっ て 支 えられ育 くまれ る社会諸成員 の ，
つ ま り人 間 の 二 元性 が デ ュ ル ケ ム の 社会観 と表裏一体の 人間観 であ る 。 そ れは社会的存在 と個
人的存在との 二 元的入 間観で ある 。 前者は ， 個人 が所属 し構成 して い る社会 を表象す る故に非
経験 的要素 をも含む，集合的感情や観念の 体系 を内在化 させ て い るところの 道徳 的存在で ある 。
後者は ， 全 く個人 的一経験的生活に の み 関わ る精神状 態か ら成 り立 っ て い る利己的存在である。
前者は 「人格の 崇拝」 を基本理念 とす る道徳的個人主義 に ， 後者は利己的個人主義 に概 念化で
きる 。 い ずれも人 間と社会の存立条件 で ある 。 い ずれ も社会の所産で ある 。 両者 の弁証法的関
係 に ，入間 と社会の それ ぞれ の 活動的
一発展的 エ ネル ギーが あ る 。
　デ ュ ル ケ ム は 前者の 「人格の 崇拝」 を基本理念 とす る道徳 的個人主義に ， 近代社会 の 宗教的ト
理想的なもの を認 め ， 社会的統合力の主体性 を求め る 。 彼は
一連の 道徳科学にお い て ， それが
社会の構造一機能的要件で ある と い う論証 を展 開する 。 した が っ て，近代社会に お け る人 間は
社会に 対す る求心性 と遠 心性 を増大 さ せ る状況 に ある訳 で あ る 。 職 業集団論や道徳教育論 社
会連帯的社会主義論等 で社会的統合へ の 方策が論 じられる 。 ア ノ ミ
ー状況 の 克服 が念頭 にあ っ
た 。 それ以上 に ， 道徳的 な社会的存在 として の 人 間 に とっ て ， 最 も確 かな社会的生 命の 静的存在
で ある集合的人格，つ ま りは集合的理 想 と し て の 道徳的共同態へ の 帰属と帰依 に ， デ ュ ル ケ ム
は宗教 と自殺 とい う視座 か ら社会 と人間の救済 をみて い たの ではない か 。 共同態 との 合
一に こ
そ，社会 を統合化する 道徳的原理 の 源泉が求め られ て い た か らで ある 。
　デ ュ ル ケ ム の 社会観 や人 間観 に ， 彼 の社会学的分析視角が規定 さ れ る の は 当然で ある 。 発生
論的観点や発展論的観点 ， 社会形態学的観点や社会生理学的観 点，構造
一機能論的観点や社会
統合論的観点 ， そ して なに よ りも実践 的価値評価的観点な ど。 こ こ で論 じる余裕 は な い が，宗
教と自殺 とい う視座 か ら，デ ュ ル ケ ム の 思想 と理 論を縦横 に切 りひ らき，全 体 を見 通す視野 が
獲得で きる の で はない だ ろ うか 。
　以上 は，57年10月10 日 ， 神戸大学 におけ る第55回 日本社会学会大会 に て 研 究発表 した も の で
ある 。
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